











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一―― ブじ 史 一
IH
|
I I十
原
　
随
同
氏
近
業
Ｆ
Ｔ
リ
シ
ヤ
兜
研
究
」を
讀
み
て
　
〔小
林
秀
雄
）
〓
（ユ
争
【■こ
】ヨ
と
あ
つ
た
と
思
ふ
。
っ
ま
り
同
語
を
二
つ
川
ふ
る
こ
と
を
さ
け
て
詞
を
別
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
班
に
放
態
を
説
明
す
る
こ
と
は
明
白
に
嬌
史
の
任
務
で
あ
る
。
第
二
節
「
地
方
的
官
諭
の
民
族
化
」
か
ら
第
四
席
の
「
ポ
リ
ピ
シ
ス
の
央
瓜
ま
で
」
は
、
俸
識
が
歴
興
と
な
り
、
ま
た
歴
史
の
観
念
が
段
々
変
化
し
て
め
く
経
過
を
叙
逃
し
た
も
の
で
、
各
地
に
起
つ
た
俸
論
が
ホ
ー
マ
ー
に
な
り
て
民
族
的
俸
諭
に
統
一
さ
れ
、
又
彼
に
よ
つ
て
貝
賢
を
語
ら
ん
と
す
る
思
想
が
現
れ
て
末
、
ヘ
シ
オ
ツ
ド
に
よ
り
て
更
に
億
諭
が
系
統
的
に
審
理
さ
れ
、
又
彼
に
依
て
費
展
の
意
義
が
加
へ
ら
れ
、
市
の
世
の
物
語
が
人
間
の
世
の
物
語
と
な
つ
た
が
、
や
が
て
他
方
督
識
を
基
礎
と
し
て
之
を
合
理
化
し
、市
の
建
設
を
談
る
ｒ
ゴ
グ
ラ
フ
ア
ー
の
出
現
を
見
る
に
至
り
、
ヘ
ロ
ー
ド
ー
ト
に
よ
つ
て
初
め
て
郡
話
や
、
億
諭
が
全
く
紳
話
的
に
取
扱
は
れ
る
こ
と
と
な
り
、
純
科
學
的
な
歴
史
が
建
設
さ
れ
た
。
然
し
彼
の
災
料
の
批
判
が
ま
だ
十
分
な
ら
す
材
料
の
取
給
が
宜
し
せ
を
得
な
か
つ
た
。
が
、
ツ
キ
デ
デ
ス
に
至
り
て
之
が
完
成
さ
れ
た
。
併
し
て
ロ
ー
マ
の
世
界
統
一
は
ポ
リ
ピ
ウ
ス
を
し
て
世
界
災
的
記
述
を
企
て
し
め
、
史
資
を
因
果
関
係
を
以
て
見
、
ま
た
| |
‖
一
〇
〇
ギ
ッ
シ
ヤ
以
衆
行
は
れ
た
超
自
然
的
解
禅
を
排
す
る
に
至
つ
た
こ
と
を
並
べ
て
ゐ
る
。
こ
の
間
氏
は
ベ
リ
ー
や
、
ラ
エ
ル
ズ
の
主
張
で
あ
る
へ
ｒ
ド
ー
ト
が
規
ア
テ
ネ
的
領
向
を
有
し
な
い
と
の
統
を
陵
し
て
、
彼
店
班
に
ソ
フ
イ
ス
ト
的
傾
向
を
有
し
て
居
り
、
彼
の
思
想
が
ソ
フ
イ
ス
ト
に
影
響
し
た
こ
と
を
力
諭
し
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
之
は
正
富
な
議
論
で
あ
る
と
思
ふ
。
氏
は
ポ
リ
ピ
ラ
ス
の
研
究
に
は
殊
に
力
を
と
が
れ
た
と
見
え
て
、
非
常
に
多
数
の
引
用
書
が
注
が
れ
て
ゐ
る
が
、
注
目
す
べ
き
意
見
は
詔
め
ら
れ
な
い
。
第
五
篇
の
「
時
、
運
命
」
は
ギ
リ
シ
ヤ
災
家
の
歴
史
の
動
力
に
開
す
る
思
想
の
研
究
で
あ
っ
て
、
前
丈
の
総
括
と
も
見
ら
れ
、
氏
の
特
意
の
最
筆
が
振
は
れ
て
ゐ
る
。
氏
が
此
等
の
研
究
に
つ
い
て
何
を
参
考
さ
れ
た
か
は
、
共
註
に
記
さ
れ
て
居
つ
て
置
宮ギ
ー
官
５
営
８．
ュ
Ｑ
】●身
月
中浄
】目
な
も
と
ま
り
、
此
書
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
書
の
大
部
分
旨
ざ
鼻
Ｉ
Ｑ
番
つＦ
ｏ」岳
Ｏ
ｇ
ｏ
メ
ざ
す
所
　ヽ
田
層
】い
Ｆ
ｌ
ｉＯ
ユ
ｏ
ｏゴ
“な
げ
ｏ
　
Ｏ
ａ
Ｇ
げ
ざ
】】る
ヽ
ｏ
い
●
ｏ
Ｔ
Ｉ
唱
野
】京
「
ａ
■
争
●
＆
のユ
】ｏ
く
９
∞
野
鴫
゛
Ｏ
ｏ
Ｅ
ヽ
き
―
（▼
一ｏ
３
【後ｏ
ｇ
じ
骨
吾
Ｆ
呂
中
ｇ
ヤヽ
ー
ロ
一ナ
片
】
】
ｏ
ヽ
巳
崩
ａ
や
■
〇
る
ｏ汗
口
≡
ｏ
】ф
↑ｏ
東ｐ
　
忠
【ｏ
「
①
Ｔ
１
０
●
苫
す
″
ユ
ｏ
（
ｑ
と
ヽ
母
い
Ｅ
日
ヽ
ま
Ｅ
】
増
―
■
Ｓ
ｏ
く
亀
歩
ュ
ｇ
↑
９
さ
汗
Ｈ
ぎ
ド
一雪
●
】
ひ
Ｆ
い
ｏ
ヨ
～
≡
ｉ
よ
０
●
いｏ，
【命
】ｉ
ｏ　
見
ｏ
】
∞
，【ｏ
ｏド
汁
６
，
ｏ
巨
　
出
ま
い
ｏ
年ゃ
一回
】
４Ｆ
ａ
ｃ
，・
に力
】①
【
い
ｏ
毎
】
中お
草
Ｏ
Ｎ
Ｏ■
・
〓
ゴ
ｏ
中あ
３
一”↑，
１
出
【二
ｏ
≡
≡
ボ
コ
Ｐ
ａ
い
の　
の
言
亀
【Ｓ
百
　
島
ｏ
中　
伊
一さ
ｏ
　
Ω
８
巳
】汁
ｒ
ｏ
が
墨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
共
”外
に
Ｆ
持
ｏ
算
登
１
０
Ｊ
】】汀
汀
ｇ
ぎ
平
嶋
ユ
旨
軍
ｐ
●
】ユ
浄
Ｉ
Ｑ
ｏ
い
ユ
】酔
お
魯
ヽ
ｏ
】
“８
一矛
（ゴ
ロ
〓
Φ
””
吉
】
ヨ
″
宝
ｏ
Ｎ
ｏ
」市
】
【あ
ユ
】】，伊
Ｆ
本ユ
）
】斉
０
「
】ｏ
ｌ
句
ｏ
】
る
，
Ｅ
Ｆ
い
ｏ
ｏ
】
宅
『
宮
伊
ｐ
】Ｃ
〓
一一】
‐―
ツ
【
α
】】企，
ユ
Ｑ
ヽ
‐Ｉ
Ｈ】
ｏ
，
る
【
冴
島
Ｆ
〓
】
【〇
【０
”
０
一一Ｅ
【】卒ど
　
の
申伊
濠
Ｏ
Ｈ
Ｉ
的
≡
Ｆ
戸
】
毎
≡
一一
ｒ
の
ｏ
，
電
ｏ汗
げ
ｏ
】ば
，
―
‐
日
〓
ｏ
ギ
亀
Ｆ
】と
中伝
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
、
多
分
付
電
骨
〔
ｏ
阜
―
出
】
●　
】あ
】
ｏ
，
（と
Ｏ
的
中″ｏ
Ｊ
β
Ｐ　
に，
ｏ
いｏ
一ル【
伊
再
∝
０
０
　
生
ｏ
∽　
申
【
】む
一〇
【
一メ
ｏ
【　
専
〇
】】
げ
】ｐ
ｒ
　
□
い
Ｆ
●
【
―
甲
【ユ呑
【】伊
溝
伊
こ
あ
・ｏ
伊
↑中のの中〕ヨ
Ｏ
ｏ
こ
】中ｏ
一】キ吾
】汀
な
ど
も
参
考
さ
れ
た
と
思
ふ
。
少
し
く
不
Ｒ
一議
に
感
じ
た
の
な
卓
多
ｇ
骨
ヽ
―
翌
ｃ
ｇ
３
一ｏ中】吉
げ【Ｃは軍
〕的
島母
？
対畳
〕①Ｆ
が
参
考
さ
れ
居
る
の
に
Ｏ
ユＳ
啓
津
の
著
書
類
が
全
然
放
菜
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
、
彼
の
　
じ
ざ
Ｓ
】一〓
討
一（】一〓
”
ａｇ
＞
【】↑一洋ｏＦ
傘
Ｏ恐
一】中ｏすキのな
】臣
ユ
吉
旨
呼
な
わ
ア、
命
ｏ
四
軍
巳
】古
魯
ひ
留
浄
嘔
温
氏
ｑ
営
津
ｇ
″電
魯
な
り
、
Ｐ
ｏ
つ
邑
Ｆ
津
】
費
晏
８
な
り
参
考
す
る
債
値
は
十
分
た
み
る
と
思
ふ
。
第
六
篇
「
ギ
リ
シ
ヤ
に
お
け
る
理
想
囲
家
論
の
様
式
」
か
ら
第
九
篇
「
理
想
図
物
語
」
ま
で
は
ヽ
主
と
し
て
ギ
リ
シ
ヤ
人
の
思
想
原
　
随
国
氏
近
業
「
ギ
リ
ン
ヤ
史
研
究
」を
讃
み
て
　
（小
林
秀
搾
）
に
行
し
た
理
想
国
家
卸
ち
ユ
ト
ピ
ヤ
を
研
究
し
た
も
の
で
、
ホ
ー
マ
ｉ
俸
識
か
ら
ブ
ラ
ト
ン
の
囲
家
論
に
至
る
経
路
を
、
各
種
の
方
面
か
ら
観
察
し
て
ゐ
ろ
。
第
十
篇
は
「
リ
ク
ル
グ
ス
懲
諭
と
共
文
化
史
的
意
義
」
で
、随
分
詳
細
に
リ
ク
ル
グ
ス
各
詮
を
形
式
、
内
容
両
方
面
か
ら
討
究
し
て
あ
る
。
リ
ク
ル
グ
ス
の
光
市
だ
る
こ
と
な
疑
問
を
は
さ
む
徐
地
は
な
い
と
思
な
れ
る
が
、
リ
ク
ル
グ
ス
憲
法
な
る
も
の
の
文
化
災
上
の
償
値
は
不
定
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
此
間
の
沿
息
を
手
に
取
る
ご
と
く
描
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
論
文
も
大
に
力
を
轟
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
。
第
十
一
篇
「
ソ
フ
イ
ス
ト
と
共
の
時
代
」
は
此
書
の
維
篇
で
ギ
リ
シ
ヤ
人
が
国
家
思
想
か
ら
個
人
思
想
に
移
り
、市
生
活
の
破
壊
さ
れ
る
状
態
が
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
。
ソ
フ
イ
ス
ト
の
問
題
な
銃
に
相
営
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
問
題
で
あ
り
、
氏
の
研
究
に
も
特
に
注
目
す
べ
き
期
は
費
見
さ
れ
な
い
が
、
ソ
フ
イ
ス
ト
と
歴
史
哲
學
と
の
関
係
は
一
般
研
究
に
は
書
さ
れ
て
な
い
か
ら
、　
一
般
讃
者
に
な
有
盆
な
智
識
と
信
す
る
。
之
を
要
す
る
に
氏
の
作
物
は
近
宋
出
版
さ
れ
る
書
類
中
長
も
買
面
目
な
も
の
で
あ
り
何
れ
の
方
面
か
ら
見
て
も
寧
究
的
の
奥
床
し
さ
が
あ
る
。
讀
者
は
之
に
よ
り
て
得
る
所
の
大
な
る
を
疑
は
な
い
。
一
〇
一
__loO____101_
